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はじめに
A看 護 大 学 のカ リキ ュラム では、模 擬患 者
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1)対 象:教 職員全 員(70名)
2)方 法:以 下に示 す段 階を経て コー ドブルー シス
テム を構築 し、コー ドブルー システム実動訓練
の結果か らその成果 と課題 を検証す る。
(1)問 題点抽出
(2)問 題点 に基づ くシステム構築
(3)構 築 した システムの検証
実動訓練は以下の項 目で検証 した。
① 傷病者発見か らシステム発動 までの時間
② 心肺蘇生(cardiopulmonary resuscitation:
以下CPRと 略す)開 始 までの時間
③ 自動体外式除細動器(automated external
defibrillator:以 下AEDと 略す)実 施 までの
時間
④BLSの 客観的臨床能力試験評価(Objective
Structured Clinical Examination:以 下OSCE
と略す)
4)倫 理的配慮
本研 究は、A看 護大学危機管理委員会にお ける委
員会 活動 の一 環で あ り、教 職員 に対 し、 コー ドブ






















































来2カ 所だったAEDの 設置箇所を合計5カ 所 とし


























3名 は現場へ急行し、残りの1名 がす ぐにコー ドブ
ルーを発動 した。結果、学生が発見 して3分 後 に
「コー ドブルー」の全館放送が入 り、119番(模 擬電
話)に 通報 した。発動 か ら1分 以 内 にAEDと 救急
バ ッグが届き、他 の教職員 も応援 に急行 した。
(2)CPR開 始までの時 間
現場 に到着 した教 員3名 は傷病者 の心肺停止 を確
認 す る と、 うち2名 がCPRを 開始 した。CPR開 始
まで の時 間は、学生か ら要請 を受けて1分 後(学 生
の発見 か ら3分 後)で あ った。
(3)AED実 施 までの時間
も う1名 の教員 は現場 直近 のAED設 置場 所か ら
AEDを 取 り出 し、CPR開 始 か ら1分45秒 後(発 見
か ら4分45秒 後)に1回 目のAEDを 実施 した。また、
コー ドブルー発動 か ら1分 後 に事務室配 備 のAED
も現場 に届け られた。
(4)BLSのOSCE
心肺 停止 の認識、 胸骨圧 迫 と人工 呼吸、AEDな
どのBLSス キル を評価項 目とし、「実施 できた」と「課
題あ り」 で評価 した。結果、21/25項 目(84%)は
「実施できた」 であった。 「課題 あ り」 には、①胸 骨
圧迫 の深 さが浅 い、②CPR2人 法の役割 交代時 に
5秒 以 上CPRを 中断 した、③AEDの 再解 析 のたび
に役割 を交代 しなか った、④経過やBLS実 施状況の
































































しかし、バイスタ ンダーがCPRを 行 うことで、生
存可能率の低下速度は緩やかとな り、1分 あたりの
低下率は平均3～4%と なる」4)。突然の心停止に






























へ のAED設 置の有効性 は極めて高い とされてい




器学会AED検 討委員会、 日本心臓財団が示す 「心
停止か ら5分 以内に除細動が可能な配置(ク ラス
1)」2)を参考に学内5カ 所に設置した。
コー ドブルーシステム実動訓練の結果、現場直
近のAEDを 使用 し、CPR開 始から1分45秒 後(発
見か ら4分45秒 後)に1回 目のAEDを 実施できた。













し か し、 市 民 に よ る 除 細 動(Public access




年次に救護法の一環 としてBLSを 習得 しているが、
継続的な教育は受けていない。つまり、 このシステ
ムをより強化するためには、すべての学生と教職員
がCPRに 対する理解 を深め られ るように継続的に
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